
　　ロ　　　ま　　　ヨ　　　ヨ　　　コ　　　カ

τ極楽il蒔1…lllll［［1

　　ロ　　　　　　ロ　　　　　　コ　　　　　　ぼ　　　　　　ロ　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　ロ

　　i’i落i穂i拾iいi
　　コ　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　ユ　　　　　　ロ　　　　　　ロ
ー一…一一 g・…一｛・…・・l　　l　　｛・・…「…一一一・
　　1　　　　　　1　　　　　　　1　　　　　　冨　　　　　　1　　　　　　■

　　｝　　　i　　　l　　　！　　　1　，　重

　日常使っている言葉のなかに，「三寒四

温」「四面楚歌」「四苦八苦」「無くて七癖」

「八面江島」「七里ケ浜」「九十九里浜」な

どのような名数が沢山あるが，名数の読み

方については，参考書があるので，読み違

いはないであろう。それにひきかえ，「1975

年農業センサス結果報告」やrtibかりやす

いC400形クロスバ」のように書：名中に数

字を添えたものがあるが，書名のなかで普

通に使われている数字は，読み方が幾通り

もあるので，不統一が生ずるこどがある。
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　国立国会図書館では，標目（書名，著者

名など）中の数字の読み方を次のようにき

めている。

　数字の4，7，9は不自然でない限り，それ

ぞれ「シ」「シチ」「ク」ドと読むことにして

いる。たとえば，「四十八歳の抵抗ゴは「シ，

ジュウ　ハッサイ　ノ　テイコウ」であり，

「一九四七年の旅」は「センキュウヒャク

シジュウシチネン　ノ　タビ」である。と

ころが，読み方を統一することによらて，

珍奇なものがでてきている。「小型四輪車

の構造」が「＝ガタ’シリンシャ　ノ　コ

ウゾウ」である。数字の「シ」．「シチ」「グ」

の読み方になじめない昭和生れの現代っ子・

は，しばしば統Lを欠いている。

　つぎに，「10代」「100代」「1，000代」ぽ，

1を談まないで，「ジュウダイ」「ヒ．ヤクダ

イ」「センダイ」と読む。しかし，漢字で

「一十」「一手」「一千」とあるものは，そ

れぞれ「イチジェウ」「イッピャク」「イッ

セγ」と読むことにしている。たとえぽ，

「一千万円の財産づくり」は「イッセソマ

ンエン「ノ　ザイサソ　ヅクリ」である

が，「1，000万円の財産づくりの本」は「セ

ンマンェソ　ノ　ザイサン、ヅクリ　ノ

ホン」である。読みをローマ字で表記して

いる当館では，初字が1とSになるので，

同じところには並ばない。レフデレソスを

電話で受けるとき，この類のものには，と

くに注意を要する。

　紙幅の関係で，ここでは詳しくとりあげ

られないが，．，漢字についても統一した読み

方をしている。2，3の例をあげると，当館

の場合，「茶道」は「サドウ」ではなく「チ

ャドウ」，「私」は「ワタシ」ではなく「ワ

タクシ」，「明日」は「アシタ」でも「ミョ　「

ウニチ」でもなく「アス」である。日本語

の特性から幾通りにも読み方のできる語に

，ついては，目録をひぐときは，注意してほ

しい。
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　長い歴史のなかで積み重ねられた目録

は，時流の変化に，即対応しにくい。さき

にあげた数字の読み方にしても時流に即し

ているとはいいがたい。それに“四輪車”

の読み方のような珍奇なものが，いつまで

もそのままになっている。また，漢宇の読

み方にしても，「チャドウ」のような現代，

風な読み方にそぐわなくなってきたものも

でてきている。

　ところが，数字などの読み方が多少時代

にそぐわなくなってきたからといって，簡

単た何百万枚もある目録カードを点検し，

訂正できないところに図書館の悩みがあ

る。これらを図書館の「無くて七癖，有っ’

て四十八癖」め一つとみるならば，悩ま．な

いですむかも知れない。

　　　　　　　（収集整理部　上河辺定利）
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